
第 15回タウンミーティング（地域自治会意見交換会議） 議事要旨 

日時：平成 30年２月１日（木）午後 7時～ 

場所：豊一市民センター 多目的ホール 

地区名：豊一、豊二、江坂、江坂大池 

参加者数：住民 26名 

 

 

会議冒頭、市長より「吹田市の今」と題し、データを用いて市の現状を説明した後、

自由な意見交換を行った。 

意見交換の概要 

豊
一 

１ 江坂駅のエレベーターについて、人口や利用者の増加に伴い安全面を考慮す

れば増設の必要性は高まっているのではないか。 

２ 豊一児童センターの 30年前のエアコンの修繕について、修理優先で見積も

られていたが、新しく購入したほうが経済的ではないか。 

３ 市の方針で防犯カメラを各地区に 15台ずつ設置したが、前回設置した 10

台の維持管理費も予算に入れていただきたい。 

４ 児童センターの二階部分を使えるようにしていただきたい。 

市
長 

１ 設置するには下の歩道を整備する必要があるが、その土地は大阪府のもので

ある。また、ホームの改造等を含めると費用は高額になり、それはどこが持つ

かという話もある。先日、北大阪急行の社長に皆様の要望に加えて安全柵の設

置をお伝えした。これからも言い続けたい。 

２ 一般家庭と役所の会計システムの違いによるものだが、もう少し柔軟に考え

たい。中古で買って問題ないものは中古で買うなど柔軟にできないかやり方を

考えている。 

３ 江坂地域は防犯カメラの必要性が高く、ルールが確立する前に自治会にお願

いした経緯がある。何とか解決したい。 

４ 児童センターの二階部分について、以前は消防法等を根拠に使用できないと

回答したが本当にそうなのかを精査させている。（※1） 

豊
一 

 江坂地区の自治会加入率が約 22％と低い状況である。 

１ 江坂地区の地域包括支援センターの認知度が低いのは、自治会未加入者に情

報が入らないためではないか。 

２ 江坂の警察の方に江坂の自治会加入率について尋ねたところ、誰も知らなか

った。これは一つの犯罪の隙間になるのではないか。 

３ いろいろな人に誘われる機会がない。こういうことが相まって出不精になっ

たり、要介護度が高くなったりして悪循環になるのではないか。 

市
長 

情報が入らないのは加入率が低いからではなく、定住意識が低いからである。

ただし、その中で祭りや文化祭をやっていただいている。そういうのを見に来る

人をどうキャッチするか。是非、現場での力をいただきたい。 



豊
一 

 自治会の入り方がわからない、きっかけがないというアンケート結果もある。

その中には、必要な情報が回ってこない人もいるのではないか。 

市
長 

 自治会は行政の下部組織ではない。市報やホームページにも書いている。また、

自治会以外にも、文化団体やスポーツ等のグループもある。しかし、どこにも入

っていない人は当然情報は入ってこないのでそこは地域力だと思う。 

豊
二 

１ 豊二地区は公共施設が一つしかない。吹田市営の豊津住宅の第二棟が空きに

なっているので、新たに公共施設を設置していただけないか。 

２ 豊二地区は吹田市内で一番犯罪件数が多い地域なので、豊津西地区に交番を

設置してほしい。大阪府に対して、地元からの悩みや要望を伝えてほしい。 

市
長 

１ 計画なしに放っていることはないと思うが、その土地をどうするか調べる。

（※２） 

２ 吹田警察署の人数や予算は一定で、第二警察をつくれば吹田全体の警察力は

下がる。また、大阪府警の予算は驚くほど少ないので実現の可能性は低いと思

う。ただし、そういうお声があることはお伝えする。 

豊
二 

 染之井公園の北にある市営住宅の建屋について、ある建屋はドアも空いたまま

である。いつ不審者が来てもおかしくない状況であるので不安に感じている。い

つ解体するのか教えていただきたい。 

市
長 

解体撤去が決まっていると理解している。治安上の問題や火災の危険性もあ

り、このまま触れないということではない。ただし、非常に具体的な話なので、

確認してからお答えする。（※３） 

豊
二 

 その土地をどのように利用する予定か。変なところに売って、変な建物が建た

ないか。 

市
長 

売却する。公共施設の配備は完了しており、新たに建てる予定はない。また、

吹田市は開発者に対して厳しいので信頼していただきたい。 

江
坂 

１ 市長が使われた冒頭のスライドは、できたらホームページで見れるようにし

ていただきたい。 

２ 連合自治会が発足してから 50年以上経過しているので、記念誌の作成を考

えていただきたい。 

３ 吹田市史が 40年も改訂されず品薄の状態である。予算が付くようであれば

学識者を集め、市史編纂委員会や準備委員会等を立ち上げてはどうか。 

市
長 

１ ホームページ等に掲載し、皆さんと共有したいと思う。ただし、元データの

著作権等をクリアしないといけないので、そのあたりを調べておく。（※４） 

２ 山田には 100年くらい前からまとめている一冊の大作があり、江坂も同様

にできるはずである。 

３ 吹田市制 80周年と同時に中核市に移行しようとしている。その記念すべき

タイミングに吹田の村から中核市までの歩みをまとめたいと思う。 



江
坂
大
池 

 大池地区公民館の改修工事について、噂では和室がなくなるなど、地域住民の

意見が反映されているのか疑問に感じる。 

市
長 

 確認させていただく。（※５）公民館それぞれに標準の設計指標がある。全て

のご希望に沿えないと思うが、標準設計を押し付けることはしないので、そこで

ご意見をいただきたいと思う。 

江
坂
大
池 

 新御堂の西側にトンネルが欲しいという話はしているが、要望の際に、市や府

も絡む案件でもあるので、どういうふうに手続きを進めていけばいいのか。アド

バイスをいただきたい。 

市
長 

費用は高額であり、大阪にも優先順位があるので国が動かないと無理だと思

う。ただし、事故が起こってからではどうしようもないので、人を歩かせないの

が第一の方法だと思う。 

豊
一 

 市民病院が移動してしまうと、豊一から遠くなる。シャトルバスは継続してい

ただけるのか。 

市
長 

 江坂と新市民病院をつなぐバスは継続する。 

豊
一 

 吹田市の中で、ボランティア関係の地域共生社会の先頭ランナーはさたけん家

だと思っているが、江坂地区の方を中心に知名度が低い。もっと広めてしかるべ

き団体だと思う。 

市
長 

 地道に活動されている NPO 団体はたくさんあり、「さたけん家」もその一つ

だと思っている。また、南千里のラコルタは中間支援組織として、しっかりお支

えさせていただいている。 

豊
二 

 合同防災訓練について 

１ 一時避難地から本部まで報告を上げない限り、一時避難所に吹田市からの情

報は来ないのか。 

２ 寒い時期ではなくて、東日本大震災の発生日に合わせたほうがいいと思う。 

３ 連絡のあった本部にしか救済物資は届かないのか。 

市
長 

１ 大災害発生から３日間、行政は皆さんのところに行けないので、地域から直

接ご連絡いただく訓練をしている。 

２ 地域の防災訓練は季節を選んでやっていただいていいと思う。 

３ 拠点を設定しているところには届く。 

豊
二 

 江坂を二つに分けて話を聞いていただいたほうが、よりわかりやすく理解でき

るのではないかと思う。 

市
長 

 今回は間に合わなかったが、次回は中学校区ごとに実施する。 

 

 



（※１）子育て支援課に確認したところ、関係法令を確認した結果、豊一児童センターの二階部分 

 の使用にあたっては、新たな避難器具等の設置は必要ないことがわかったため、平成 30年度の 

 当初予算案に、避難器具等以外の使用に必要な改修費用を計上しているとのことです。 

（※２）住宅政策室に確認したところ、来年度解体した後の利用は未定であり、今すぐに売却が決 

まっているわけではない。今後検討するとのことです。 

（※３）住宅政策室に確認したところ、現在住んでいない建屋は順次解体していくとのことです。 

（※４）秘書課に確認したところ、タウンミーティングにおける冒頭のスライドについては、市長 

自らが補足や説明をすることを前提として使用させていただいており、著作権等の課題もあるこ 

とから、現時点でのホームページへの掲載は難しいと考えているとのことです。 

（※５）まなびの支援課に確認したところ、当地区のいこいの間は和室ではなくなるが、当地区の

公民館には和室を残すとのことです。 


